
林道のり面緑化へのレツ ドト ップの使用について
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I はじめに

林道のり面、早期緑化の一手法に種子吹付けがある。種子吹付けは一般に数種類の種子を混播する。

本都多摩地域においてはウィ ーピングラブグラス、ケンタッキー31フs ス夕、クリーピングレッドフ

ェス夕、ホワイトクローバーの混播が普通に行われている。種子吹付けによってできる植生は吹付け

のり面周辺に自生する植生が繁茂するまでの問、のり面崩落の防止効果を期待するものである。しか

し、吹付け植生E吹付けのり面の周辺に自生する植生の交替が順調に進むとは限らない。吹付けのり

面の周辺に自生する植生の種子を吹付ける方法もあるが、現時点では、発芽が悪い等の難点もあり、

のり面の早期緑化は牧草類の種子吹付けによるのが実状である。そとでもう一度、牧草の生育形態等

を見直し、本都のり面に最も適した牧草種を選択する必要があると思われる。

ここでは、使用頻度の高いウィーピングラブグラスにかわり、比較的使用されていないレッドトッ

プを吹付けに使用した。のり面の植生状況について報告する。

本試験を実施するにあたり、多大のご援助をいただいた東京都林務課の林道担当者諸氏にたいして

厚くお礼申し上げます。

なお、との報告は既に第18団関東・中部地区治山林道研究発表会、第34回日本林学会関東支部大会

において報告したものである。

II 試験地の設定と調査方法

試験地は本都、西多摩郡日の出町と青梅市を結ぶ林道のり面で標高 640mの尾根筋に近い、北西に

面した切り土のり面に設定した。法面緑化試験地の概況を図－ 1に示した。地質は秩父古生層の砂岩

粘板岩互層で、その上に火山灰層がのっている。との、のり面に表－ 1に示すように、のり面幅が

1. 5 mの試験区を6区設定し 1・2区はネット張厚吹工法、 3・4区はムシロ張吹付工法、 5・6区

は吹付工法の試験区左した。

吹付け種子として、奇数区は牧草のみを、偶数区は牧草に草木本を加えた。この試験区を六分・八

分両方の、のり勾配で実施した。各緑化工法の詳細は図ー 2に示した。のり長は六分勾配試験区で

4. 9 m～7. 3 m、八分勾配試験区で 13.7 m～16.1 mであった。吹付け種子の種類と量は表ー 2に示

した。種子吹付けは昭和54年9月下旬に実施し、その後、 57年2月に総合化成肥料N:P : K=15: 

15 : 15を六 ・八分勾配両方の奇数試験区に吋当り，（)0F追肥した。
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表－ 1 各試験区の工法

施 工 法

法勾配 試験区 緑 被 材
工 法 養 生剤 m~ 料

1 区 ピートモス 31./rrf 牧草4種
ネット張厚吹工法

2 区 ファイバー 0.3kg/rrf 総合化成0.2除似 牧草4種、草木本 4種
八分

3 区 N=15 牧草 4種

および ムシロ張吹付工法
4 区 P=15 牧草 4種、草木本 4種

六分 ファイパ--0.2kg/rrf 
5 区 K=15 牧草4種

吹付工法
6 区 牧草4種、草木本 4種

表－ 2 線被材の種類と量

緑化面積d

一一一一一一一一一 奇数区 偶数区

ホワイト クローパー 2 'I 2 'I 
牧

ケンタッキー31フェスク 10 'I 5 'I 

クリ ーピングレッ ドフzスク 5 'I 2 'I 
草

レッドトップ 3 'I 0.5 'I 

言十 20 'I 9.5 'I 

メドハギ 3 'I 
草

木
イ字チハギ 3 'I 

ヤシャプシ 2 'I 
本

ヤマハンノキ 5 'I 

言十 13 'I 

メロ斗 言十 20 'I 22.5 'I 

種子吹付け後、 1・2・3年を経過する時点において、六分勾配試験区では1試験区当り 2か所、

すなわち、のり頭から l.5 m・4.5 mの位置2か所で1か所当り35cm×35cm、八分勾配試験区では 1

試験区当り 3か所、すなわち、のり頭から 2m ・8m・13mの位置 3か所で1か所当り3缶m×35cmの

植生刈り取りを行なった。
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国 結果および考察

種子吹付け後の、のり面植生地上部重量の推移は図－ 3・4に示した。吹付け 1年後の、のり面植

生は、すべての試験区でレッドトップが圧倒的に優占しており、ケンタッキー31フ且スグ、クリーピ

ングレッドフェスグは緩くわずかであり、木本類はまったくみられなかった。緑化工法および、のり

勾配の相違による植生差は明確ではなかった。

2年後において、植生量は少し増加した試験区もみられたが、減少した試験区が多かった。出現植

生は各試験区ともにレッドトップが優占して、 1年後の植生状況と違いはなかった。

3年後において、六・八分勾配両方の奇数試験区に追肥をした効果が明確にみられた。無施肥区は

吹付け2年後に較べ植生の衰退が著しかった。出現植生は八分勾配試験区の無施肥区にタラノキ、ヨ

モギ、ヤクシソウ、六分勾配試験区の無施肥区にワラピ、ニガイチゴが極くわずか侵入してきたが、

依然、としてレッドトップが優占しており、ケンタッキー31フェスグ、グリーピングレッドフェス Fl::t 

少しの出現をみただけであった。
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図－ 3 六分勾配試験区の植生地上部重量
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図－ 4 八分勾配試験区の植生地上部重量

レッドトップの種子は l<j当り 12,000粒ほどあり、 3か年間の試験結果からレッ ドトップをd当り

O目 5'l吹付けた試験区でさえ、レ ッドトップがぎっ しり生えて、他の牧草や木本がほとんど生育でき

ない状況であったため、レッドトップを混播する場合にd当り 0.5 'l以上播種するととは、播種量と

して多すぎるといえる。

レッドトップの特性は気候および、土壌に対する要求は少いが気候として冷涼、湿潤を好む、土援

に対する適応性は広く湿潤に最もよく繁茂する。しかし、冠水、過湿、過乾燥にも耐え得る草種であ

る（ 1・2・3）。また、高海抜地ではむしろク リーピングレッ ドフェスグよりもレッドトップが適

しているという （4 ）報告もある。

今回の試験地周辺はヒノキが植栽されており、リ ョウプ、ヤマウルシ、アセビ、ヤマツツジ、クロ

モジ等がみられ、試験地はローム層の堆積した比較的乾燥した場所で土壊A • B 層のp目立 5. 0 前後で

あったがレッドトップの生育は良好で、あった。試験区設定前、本試験地は吹付け植生のウィー ピング

。，ゐ
《
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ラプグラスが衰退し、しばしば冬期の凍上融解による滑落のみられたのり面であった。

試験区を設定し、吹付け 2か年聞はレッドトップが地上、地下ほふく茎の生育形態をとり、地表に

均等に密生したため、十分に土壌の浸食を防止することができた。しかし、吹付け 2か年後に追肥を

しない場合、吹付け 3か年後のレッドトップの衰退は著しかった。これはレッドトップの土壌養分吸

収力が高いので、養分がなくなると衰退するのも早いためであると思われた。無施肥区でレッドトッ

プが衰退したのり面に周辺の植生が十分に侵入していないことから、吹付け 3か年以降は土壌浸食を

防止するために、新たに植生を導入するか、追肥によってレッドトップの回復をはかる必要がある。

W 摘要

本都、のり面に最も適した、緑化用の牧草を選択するために、この試験を行った。

l. 現在、本都多摩地域において比較的使用されていないレッドトップは地上、地下ほふく茎の生育

形態をとり、地表に均等に密生するため、吹付け後2か年聞は土壊浸食を防止する効果は大きかっ

た。

2. 吹付け 2か年後に追肥をしない場合、 3か年後のレッドトップの衰退は著しく、レッドトップを

長期にわたって維持させるには 2年ごとの肥培が必要である。

3. レッドトップの種子は 1'l当り 12,000粒ほどあり、牧草のなかではタ当りの種子量が多〈、他の

草木本の種子を混播する場合、レッドトップの播種量1:1:m＇当り 0.5 'lより少なくする必要がある。
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